
今後のスケジュール案（令和５年度）
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講義動画収録

演習資料セット

オンライン講義（Ｒ５年度改訂）の配信

テキスト改訂

講師養成
研修

・Ｒ５年度研修実施予定の
報告（広島市の実績報告）

・テキスト、講義動画の改訂
の方向性 など

・ Ｒ５年度研修の実績報告
・研修運営マニュアルの報告
・次年度のスケジュール確認
など

Ｒ５年度研修アンケート
の分析・改善検討

自治体向け研修運営マニュアルの作成

Ａ研修に関するカリキュラム検討／Ｃ研修に関する各分野（業界）ニーズ把握

研修修了者認定、データベース化、マッチングに関する仕組み検討
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テキスト各省協議

講義動画の調整

演習資料の調整

Ｒ４年度研修アンケート
の分析・改善検討

・テキスト改訂案の報告
・講義動画編集案の報告
・研修の調整状況報告
など

6/29開催

資料４

9/1開催

9/15開催

１



○ 来年度の研修について、自治体・関係団体等での開催を促すための検討
（内閣府の役割・研修主催自治体等に対する支援の検討）

○ アドバイザー研修等の位置付け・枠組みの検討

○ 内閣府では、災害の激甚化・頻発化等により避難生活が長期化する中、地域のボランティア人材に、避難生活環境
改善のための知識・ノウハウを身につけてもらうためのモデル研修を令和４年度から開始。

○ こうした取組を通じて地域のボランティア人材の発掘・育成を図り、発災時には行政職員や支援者等と連携し、
良好な避難生活環境の確保を図ることにより、「災害関連死・ゼロ」の実現を目指す。

「避難生活支援リーダー／サポーター」研修について（令和４年度～）
（「避難生活支援・防災人材育成エコシステム」の構築）

避難生活支援リーダー／サポーターとは 避難生活支援リーダー／サポーター研修（令和５年度）

令和５年度スケジュール
○ 「避難生活支援リーダー／サポーター」とは、避難所運営の基本的
スキルを習得し、自治体や支援者等とともに、避難所の生活環境向上
に率先して取り組むことができる人材

○ 当該人材を各地域で発掘・育成するために、内閣府主催の「避難生
活支援リーダー／サポーター研修」を全国で開催

○ 研修の先行実施（広島市）
○ Ｒ５年度研修カリキュラム検討
○ 研修実施自治体等との調整

○ 研修の実施（他９地区）
○ 研修アンケート結果等の分析
○ 次年度に向けた改善検討

R５年度前半（４～９月） R５年度後半（10～３月）

研修
実施地区

・館林市（群馬） ・箕輪町（長野）・関市（岐阜）
・島田市（静岡） ・岡崎市（愛知）・三木市（兵庫）
・瀬戸内市（岡山）・広島市（広島）・嘉麻市（福岡）
・八代市（熊本） の合計１０地区

○ 研修修了者の認定、データベース、マッチングの仕組み検討・構築

研修テキスト

研修
プラグラム

・オンデマンド講座（事前視聴）
・基礎講義、グループ討議、演習 など、研修期間２日間

グループ討議 避難所の環境改善演習

２

⇒ これ以外にも、さらにスキルアップを行い全国域での活躍が期待さ
れる「避難生活支援アドバイザー（仮称）」や、各分野の有資格者で
あり避難生活支援のスキルを習得した「避難生活支援専門コーディ
ネーター（仮称）」を育成するための仕組み・研修プログラムも、引
き続き、関係者や各分野のニーズ等も踏まえて検討



避難生活支援リーダー／サポーター研修（令和５年度：１０地区）

都道府
県名

群馬県※ 長野県※ 静岡県 愛知県※ 岐阜県 兵庫県 岡山県※ 広島県 福岡県 熊本県

実施
市町村

館林市 箕輪町 島田市 岡崎市 関市 三木市 瀬戸内市 広島市 嘉麻市 八代市

実施日
（予定）

2/10(土)、
11(日)

2/3(土)、
4(日)

12/16(土)、
17(日)

1/20(土)、
21(日)

11/11(土)、
12(日)

2/17(土)、
18(日)

10/28(土)、
29(日)

6/17(土)、
18(日)

３/９(土)、
10(日)

10/14(土)、
15(日)

市町村の
人口規模

7.4万人 2.5万人 10万人 38万人
（中核市）

8.5万人 7.5万人 3.6万人 120万人
（政令市）

3.3万人 12万人

参加呼び
かけ予定
の団体・
組織

群馬県社会福
祉協議会、館林
市社会福祉協
議会、日本防災
士会群馬県支
部、ぐんま地域
防災アドバイ
ザー（館林市在
住者）、日本赤
十字社群馬県
支部、DMAT、
DWAT、DPAT等
の災害時支援
チーム（所属医
療機関）、館林
市内の自主防
災組織、館林市
防災士連絡会
等

自主防災組織
（町内15行政

区）、防災士連
絡会、日赤奉仕
団、町社会福祉
協議会、町防災
会議/避難所環

境向上専門委
員会、町消防団、
長野県災害時
支援ネットワー
ク（長野県社会
福祉協議会、長
野県NPOセン

ター、長野県生
活協同組合連
合会等）、日本
赤十字社長野
県支部、日本防
災士会長野県
支部 等

県内各大学（静
岡大学、静岡県
立大学、常葉大
学、聖隷クリス
トファー大学）、
島田市社会福
祉協議会、静岡
県DMAT事務局、
静岡DWAT事務

局、災害ボラン
ティアコーディ
ネーター 等

日本赤十字社、
NPO、ボランティ

ア団体、あい
ち・なごや強靱
化共創センター、
教育機関、企業
等

清流の国ぎふ
防災・減災セン
ター、関市災害
ボランティア連
絡調整会議、岐
阜県災害ボラン
ティア連絡会、
岐阜県社会福
祉協議会、岐阜
県共同募金会、
岐阜県民生委
員児童委員協
議会、日本赤十
字社岐阜県支
部、岐阜県災害
派遣福祉チー
ム（岐阜DWAT）
等

兵庫県防災士
会、三木防災
リーダーの会、
日本赤十字社
兵庫県支部、
ひょうご防災
リーダー養成講
座の修了者 等

日本赤十字社
岡山県支部、県
及び実施市町
村社会福祉協
議会、日本防災
士会岡山県支
部、災害支援
ネットワークお
かやま、「災害
時における被災
者支援ボラン
ティア協定」締
結先16大学 等

自主防災会、防
災士、消防団員、
大学生、中学生
防災士等

防災士会、ＮＰ
Ｏ、社協、ボラ
セン 等

市登録防災士
制度に登録の
ある防災士 等

〇 令和５年度は、各県に公募を行った上で、以下１０県（市町村）を選定

【注】「※」記載のある県は、昨年度（令和４年度）に続いて２年連続で研修実施

３
【済】
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